
                  会 員 70 名中  45 名出席 出席率 64.29%  

修 正 53 名出席      出席率 75.71%  

ﾒｲｸｱｯﾌﾟ 8 名 

例会場：クーラクーリアンテサンパレス 福島市上町 4-30 ／ 開催日：毎週水曜日 12 時 30 分 

◆会長挨拶   菅野 良二 会長                     
会長挨拶させていただきます。今般、コロナ感染者の方々がとても増えており当クラブ

会員からも出ています。今年の 5 月 8 日にコロナ禍が 2 類から 5 類になりインフルエン

ザ並みとのことで規制緩和がされ一挙に飲食、観光等がコロナ禍前の活気が戻りましたが

私の周りでもコロナ感染者が増えているのが現状です。皆様も是非とも 5 月 8 日以前のよ

うにマスク、手洗い、アルコールでの消毒等を思い出して自分の体をコロナ感染からお守

り頂きたく思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

8 月 19 日の地区の財団セミナーがあり、私と笠財団委員長が参加させて頂きました。ロータリー財団相談役

平井パストガバナーのあいさつの中で今回のハワイ・マウイ島の山火事で甚大な被害が出て被災された 20%が

日系人とのことで地区財団をはじめ、各ロータリークラブからの義援金をお願いしたいとの事です。よろしくお

願い致します。今、日本はじめ世界中で温暖化による災害が各地で起きている状態です。ロータリー財団は皆様

からのご寄付で成り立っています。今年度の国際ロータリー財団の支出額は 3 億 8400 万ドルで内容はポリオプ

ラス、グローバル補助金、地区補助金、世界平和の達成に関する補助金などに使われています。 

 

■ロータリー財団の組織および目的 

国際ロータリーのロータリー財団は、1917 年基金として発足し、1928 年国際大会でロータリー財団と名付けられ 1931

年に信託組織となり 1983 年に米国イリノイ州の法令の下に非営利財団法人となりロータリー財団は、財団の法人設立

定款と細則に従って、ロータリー財団管理委員会が慈善的、教育的目的のためにのみ運営するものとする。 

■ロータリー財団の使命 

ロータリアンが健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和

を達成できるようにすることです。 

■ロータリー財団の標語 

『世界でよいことをしよう』 

■財団活動重点目標 

Ⅰ、財団寄付の使途を明確化 

Ⅱ、地区内プロジェクト委員会との情報交換と広報活動(地区補助金、マッチグ・グランド) 

Ⅲ、地区内ロータリー財団委員会の情報収集と卓話要請 

Ⅳ、ロータリー財団 5 小委員会への支援 

皆様も是非、国際ロータリー財団への寄付にご理解の程よろしくお願い申し上げます。 

 

今日はこれから福島県警への移動例会です。本来なら 2019〜2020 年の鈴木光一年度に開催される予定でした

がコロナ感染が始まり福島県警への移動例会は急遽、取りやめとなり例会することすらできない時期に入り感染

者、死者が増えとても辛い時期でもありました。今日の福島県警移動例会は３年ぶりの実現です。福島県警の新

庁舎の訪問は個人的には中々行けないですので今日は勉強のつもりで新庁舎を訪問して県警担当者の方々の説

明と内部の見学をしたいと思いますのでよろしくお願い申し上げまして会長あいさつとさせて頂きます。 

第 6 回例会 

2023.08.23 



◆移動例会   福島県警察(本部)訪問                     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真撮影のご協力】：クラブ広報委員会「宍戸 隆司 委員長」ありがとうございました。 

－福島県警察本部 HP より引用－ 

https://www.police.pref.fukushima.jp/ 


